
平成 25 年 11 月 30 日(土)に秋田市の秋田キャッスルホテルで開催された、「第２

回全国シンポジウム 日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して 理想的医師・医

療者育成教育の展開を考える 2013」の学生セッションで、当学医学部 4年の山田明

日実さんと鈴木里可子さんが、「豪雪中山間地における高齢者の生活環境と健康に関

する聞き取り調査」と題して、当センターの「オール新潟による次世代医療人の養

成」プログラムである医学科プライマリコースの取り組みのひとつ、ソーシャルキ

ャピタル測定のためのアンケート調査の発表を行いました。 

今回のアンケート調査の目的は、魚沼市の豪雪中山間地域で、65 歳以上の高齢者

に対して聞き取り調査を行い、生活環境と健康の実態を調べることです。 

アンケート調査は、新潟県でも有数の医師不足，過疎化，高齢化の進む地域の一つ

である魚沼地域の 2 か所、魚沼市中心地の小出に近い羽根川地区と、魚沼市の中で

もかなり山奥に位置し、高齢化率が 48.6%と新潟県の中でも非常に高い地区である

福山新田地区で行われました。超高齢社会の抱える問題点，あるいはそれら超高齢

社会にあっても高齢者が元気で暮らしていくための要素などについて調査しました。 

発表では、2 人とも非常に落ち着いて話しており、非常にわかりやすいプレゼン

テーションでした。 

「第２回全国シンポジウム 

日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して 

理想的医師・医療者育成教育の展開を考える 2013」の 

学生セッションで発表しました。 



平成 25 年 11 月 30 日(土)に秋田市の秋田キャッスルホテルで開催された、「第２

回全国シンポジウム 日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して 理想的医師・医

療者育成教育の展開を考える 2013」に参加しました。 

プレ・シンポジウムとして、参加大学の医学生が、地域医療実習の課題、離島実

習等のテーマで発表を行いました。とても内容の濃い発表ばかりで、プレゼンテー

ションも素晴らしく、とても盛り上がりました。 

シンポジウムでは、来賓挨拶の後に基調講演として、文部科学省高等教育局医学

教育課企画官の平子哲夫氏から「医学教育の現状と課題」と題して、日本医師会副

会長の今村聡先生が「日本の医療と医学教育 −日本医師会のこれからの展望−」と

題して、お話しをいただきました。 

その後、シンポジウム 1 では、「世界の視点から、真に日本の国情、２次医療圏の

実情にあった医師・医療者・多職種連携教育を提言する」として、６名の先生方か

ら、それぞれの取り組みについて発表され、ディスカッションがありました。 

シンポジウム２では、「すべての医師・医療者が基本となる総合力をつけるための医

師・医療者・行政・多職種連携教育 −世界最高齢社会を先導する日本におけるこれ

からの展開−」として、3 人の先生から、それぞれの取り組みについてお話しいただ

きました。本学からは、新潟大学大学院医歯学総合研究科総合地域医療学講座特任

教授の井口清太郎先生が、「地域医療教育・多職種連携教育ネクストステージ –次

世代医療人の育成−」と題して発表いたしました。 

最後に、特別講演として、岐阜大学医学教育開発研究センター教授の鈴木康之先

生から、「医療者教育の人材育成戦略 –日本の覚悟と挑戦：MEDC12 年の経験から−」

と題して、東京女子医科大学理事長の吉岡俊正先生より、「医療教育における国際的

な教育質保証の動向」と題してお話しをいただきました。 

長丁場でしたが、とても熱のこもった会でした。こういった会で私たちの取り組

みも発表することができ、非常に有意義でした。 

「第２回全国シンポジウム  

日本の国情・２次医療圏の実情を熟考して  

理想的医師・医療者育成教育の展開を考える 2013」に参加しました。 
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